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　10月11日（土）、スポーツセンター
を中心に「第16回たぶせスポーツまつ
り」が開催されました。
　各種出店やスポーツ少年団によるレ
クリエーション、同時開催の第４回
ウォーキング大会など、様々な世代の
人がスポーツを満喫していました。

　　　２
　　　３
　４～５
　６～７
　　　

町長３期目就任のごあいさつ
26 年度上半期財政状況報告
町職員給与・定員管理について
子ども子育て支援制度など
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こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
引

き
続
き
町
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
期
の
経
験
を
い
か
し
、
私
の

町
づ
く
り
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
ま
す
「
住
み

よ
さ
山
口
県
一
の
ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は

全
国
一
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
、
引
き
続
き
全
力
で
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
健
全
な
行
財
政
運
営
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
「
第
５
次
田
布
施
町
総
合
計

画
」
に
掲
げ
る
諸
事
業
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
が
進

む
中
で
、
担
い
手
の
育
成
や
営
農
支
援
な
ど
、

町
と
し
て
の
振
興
施
策
を
実
施
し
、
今
後
、

新
た
な
特
産
品
開
発
や
都
市
と
の
交
流
な
ど
、

地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
基
盤
を
整
備

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る　
　
　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
！

田
布
施
町
長　

長
信
　
正
治▲ 10 月 15 日（水）、再選後初登庁する長信町長

3
期
目
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

尾
津
漁
港
海
岸
保
全
事
業
な
ど
、
住
民
の
安

全
・
安
心
対
策
や
教
育
・
農
業
施
策
な
ど
、

政
策
課
題
を
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
来
年
１
月
１
日
は
、
合
併
60
周
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
今
日
の
田
布
施
町
を
築
か
れ
た
偉

大
な
先
人
の
方
々
の
ご
努
力
に
感
謝
と
敬
意

の
念
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
私
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
「
第
５
次
田
布
施
町
総
合
計
画
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ

れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
田
布
施
」
の
具
現
化
に

向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
手
を
携
え
、

町
政
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
繁
栄
を
祈
念
し
、
町
長
3
期
目
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2014　11/7 号　
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平成 26 年度
上半期

地 方 交 付 税

町 税

町 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

地 方 消 費 税 交 付 金

分 担 金 お よ び 負 担 金

使 用 料 お よ び 手 数 料

そ の 他

民 生 費

公 債 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

議 会 費

そ の 他

6 億　　5 万 7 千円（30.7％）

6 億 2,906 万 9 千円（59.1％）

3 億 4,034 万 1 千円（42.8％）

2 億 4,499 万 1 千円（38.0％）

4,699 万 4 千円（9.0％）

1 億 7,728 万 8 千円（38.0％）

1 億 5,812 万 4 千円（46.6％）

6,020 万 9 千円（20.9％）

4,270 万 2 千円（54.6％）

2,634 万 6 千円（33.0％）

13 億 1,524 万 5 千円（68.2％）

10 億 8,006 万 6 千円（64.8％）

2 億 8,162 万 5 千円（36.1％）

2 億 3,083 万 2 千円（35.8％）

6,377 万 1 千円（12.9％）

1 億 8,018 万 6 千円（100％）

8,251 万 4 千円（53.2％）

4,044 万 8 千円（42.5％）

3,209 万　　円（49.0％）

6,520 万 4 千円（30.3％）

広報たぶせNo.933

19 億 2,971 万 8 千円

16 億 6,715 万 9 千円

7 億 8,086 万 4 千円

6 億 4,496 万 5 千円

4 億 9,547 万 7 千円

1 億 8,018 万 6 千円

1 億 5,500 万　　円

9,510 万 1 千円

6,552 万 6 千円

2 億 1,502 万 5 千円

19 億 5,271 万 1 千円

10 億 6,374 万 5 千円

7 億 9,489 万 2 千円

6 億 4,488 万 4 千円

5 億 2,112 万 6 千円

4 億 6,603 万 1 千円

3 億 3,961 万 9 千円

2 億 8,791 万　　円

7,822 万 7 千円

7,987 万 6 千円

会　計　区　分 現　在　高

一　般　会　計 66 億 4,954 万円
下水道事業特別会計 50 億 4,260 万円

合　　　計 116 億 9,214 万円

区　分 面　積 区　分 金　額

土 地 475,271㎡ 車 両 49 台

建 物 65,729㎡ 出 資 金 等 20 億 3,225 万円

山 林 3,640,934㎡ 基 金 14 億 5,579 万円

会計区分 予算現額 （A） 収入済額 （B） 執行率
（B/A） 支出済額 （C） 執行率

（C/A）

国 民 健 康 保 険 20 億 7,650 万 5 千円 8 億 1,012 万 6 千円 39.0% 8 億 8,582 万 6 千円 42.7%
下 水 道 事 業 9 億 5,914 万 5 千円 4,655 万 1 千円 4.9% 3 億 4,343 万 6 千円 35.8%
介 護 保 険 13 億 9,127 万 7 千円 5 億 3,578 万　　円 38.5% 5 億 4,448 万 3 千円 39.1%
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 3,246 万 1 千円 7,040 万 6 千円 30.3% 7,382 万 7 千円 31.8%

合　　　計 46 億 5,938 万 8 千円 14 億 6,286 万 2 千円 31.4% 18 億 4,757 万 3 千円 39.7%

一般会計予算の執行状況
　　　予算現額  62 億 2,902 万 1 千円

財政状況報告

■特別会計予算の執行状況

■町債の状況（借入金残額）

問企画財政課　財政係
　☎ 52 ‐ ５８０３

■町有財産の状況

0　　　 ５　　　10　　　15　　20（億円）

収入済額合計　
33 億 7,198 万 1 千円（54.1％）歳入 歳出支出済額合計　

23 億 2,612 万 1 千円（37.3％）

　　  15　　　10　　　 ５　　　　0

　町の財政状況を理解していただくため、年２回その内容をお知らせしています。今回は平成26年度上半
期（平成26年９月30日現在）の一般会計・特別会計予算の収支、財産、負債などの状況をお知らせします。
　平成26年度一般会計の当初予算額は56億2,900万円で、平成25年度からの繰越額が１億7,110万５千円
でした。その後、６月および９月に予算の補正を行い、予算現額は62億2,902万１千円になりました。予算
の執行率は、歳入が54.1％、歳出が37.3％となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　特別会計では、国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計および介護保険特別会計で予算の補正を行い、
当初予算額45億6,256万１千円から増額し、予算現額は46億5,938万８千円となっています。

予算現額 収入（支出）済額

（　）内は執行率

グラフの
　見方

＊端数処理のため、合計額が合わない場合があります。
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住民基本台帳人口
（H26.3.31 現在）

15,950 人

歳出額　　　（Ａ） 5,491,774 千円

実質収支 114,164 千円

人件費　　　（Ｂ） 1,065,261 千円

人件費率　 （Ｂ／Ａ） 19.4 %
（参考）24 年度の人件費率 20.1 %

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含み
ます。

■人件費の状況（平成 25 年度  普通会計決算）

■職員の平均給料月額、平均給与月額
　および平均年齢の状況（H26.4.1 現在）

一般行政職

平均給料月額 297,866 円
平均給与月額 329,318 円
平均年齢 40.7 歳

技能労務職

平均給料月額 301,240 円
平均給与月額 304,440 円
平均年齢 52.7 歳

※一般行政職とは、税務職、技能労務職などを除いた職種です。
※平均給与月額は、給料と職員手当（期末・勤勉手当を除

く）をあわせたものです。

職　員　数　　　　　（Ａ） 114 人

給

与

費

給料 424,055 千円
職員手当 48,789 千円
期末・勤勉手当 155,466 千円
計　　　　　　　（Ｂ） 628,310 千円

１人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 5,511 千円

■職員給与費の状況（平成 25 年度  普通会計決算）

■職員の初任給の状況（H26.4.1 現在）

区　　　分 田布施町 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円 －

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
　（一般行政職　H26.4.1 現在）

区  分
経　験　年　数

10 年 20 年 30 年

大学卒 250,314 円 353,450 円 406,050 円

高校卒 － － －

※対象者４人以上の区分についてのみ記載しています。

■職員手当の状況
○期末・勤勉手当（25 年度支給割合）[ 国と同じ ]

区　分 6 月期 12 月期 計
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分
勤　勉 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

※職制上の段階、職務の級などにより５～ 15％加算措置
があります。

○退職手当（H26.4.1 現在）

区　分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年
自己の都合 21.62 月分 30.82 月分 43.7 月分
勧奨・定年 27.025 月分 36.57 月分 52.44 月分

○時間外勤務手当

区　　　分 24 年度 25 年度
支　給　総　額 19,939 千円 22,295 千円
職員１人当たり支給年額 155 千円 170 千円

○特殊勤務手当【6 種類】（25 年度）
　　職員全体に占める手当支給職員の割合…13.0％
　　支給職員１人当たり平均支給年額…3,671 円
○扶養手当（H26.4.1 現在）[ 国と同じ ]
　　配偶者…13,000 円
　　子・父母など１人につき…6,500 円
　　配偶者なしの場合１人目…11,000 円
　　特定期間の加算…5,000 円
○住居手当（H26.4.1 現在）[ 国と同じ ]
　　借家　家賃 23,000 円以下…家賃－ 12,000 円
　　　　　家賃 23,000 円超…
　　　　　　（家賃－ 23,000 円）÷ 2 ＋ 11,000 円
　　　　　　　　　　　　　　（最高月額 27,000 円）
○通勤手当
　　交通機関利用…運賃相当額（最高月額 55,000 円）
　　交通用具利用…距離により 2 ～４㎞…2,500 円
　　　　　　　　　以下 2㎞毎に 1,500 円加算

　　　　　　　　　（上限 20㎞以上 16,000 円）
　　　※国…2 ～ 5㎞ 2,000 円～ 60㎞以上 24,500 円

※その他の加算　定年前早期退職特例措置（２％～ 20％）
　１人当たり平均支給額（H25 年度）…24.292 千円

　人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づいて、職員給与や職員数の状況を公表します。
　同条例では、今回掲載している給与、職員数の他にも、勤務時間などの服務、職員研修や福利厚生など
も公表することになっています。紙面の都合で広報には掲載していませんが、町のホームページまたは、
総務課で閲覧することができます。
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人事行政の運営等の状況

広報たぶせNo.933

町職員の給与・定員管理を公表します 概要版

問総務課　☎ 52 ‐ ５８０２

■部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

職　員　数（人） 対前年
増減数H25 年 H26 年

一　

般　

行　

政

議 会 2 2

総務企画 31 31

税 務 13 13

民 生 18 18

衛 生 10 10

労 働 － －

農林水産 9 10 1

商 工 2 2

土 木 9 10 1

小　計 94 96 2

特 別
行 政

教 育 20 18 △ 2

小　計 20 18 △ 2

公 営
企業等
会 計

下 水 道 5 6 1

国 保 等 12 12

小　計 17 18 1

合　　計 131 132 1

■一般行政職の級別職員数の状況（H26.4.1 現在）

区分 職 務 職員数 構成比
※参　考

1 年前 5 年前

1 級
主事
主事補

19 人 19.5% 18.2% 6.4%

2 級 主事 16 人 16.3% 11.1% 3.2%

3 級
係長
主査
主任主事

21 人 21.4% 20.2% 26.6%

4 級
課長補佐
係長
主査

17 人 17.3% 19.2% 36.1%

5 級
主幹
課長補佐

15 人 15.3% 22.2% 18.1%

6 級
課長
主幹

10 人 10.2% 9.1% 9.6%

合計 98 人 100% 100% 100%

※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※職務は、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■昇給への勤務成績の反映（H26.1.1 昇給分）

勤務成績が特に良好と認められる者 8 人

勤務成績が良好と認められる者 120 人

病気休暇・懲戒処分等でやや良好でない
者および勤務成績不良で昇給させること
が不適当な者

2 人

■特別職の報酬等の状況（H26.4.1 現在）

※ 26 年度も町長の給料を 15％、副町長および教育長の
給料を 10％減額しています。

　（　）は、本町独自の給与抑制措置を行う前の額です。

年　　度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

職 員 数 148 147 143 137 128 126 127 129 131 132

（各年 4 月 1 日現在）

区　分

部　門

区　分 給料・報酬月額 期末手当

町 長

副町長

教育長

600,100 円
（706,000 円）

519,300 円
（577,000 円）

474,300 円
（527,000 円）

  6 月期  1.4　月分
12 月期  1.55 月分
 　計　 2.95 月分

議 長
副議長
議 員

278,000 円
224,000 円
205,000 円

  6 月期  1.4　月分
12 月期  1.55 月分
 　計　 2.95 月分

■職員数の推移
　行政改革実施計画に基づき、職員数を平成17年度から16人削減しています。また、平成19年度から
引き続いた職員大量退職の影響を最小限に留めるよう、今後も効率的な組織機構の見直しや人材育成を図
りながら、定員適正化計画を定め、長期的視点からの職員数の適正化を図ります。
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「 子ども子育て支援制度 」 が始まります

子ども・子育て支援に関する法律（子ども・子育て関連３法）が成立したことを受け、幼児期の教育・
保育や、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するための「子ども・子育て支援新制度」が、平成
27 年度にスタートする予定です。

新 制度で変わること
●幼稚園、保育園などを利用するためには「支給認定」が必要となります。
●認定区分に応じて、利用施設を選択していく仕組みになります。
●家庭の町民税の状況により保育料が決まります。（今は所得税を基本にしています。）
●「地域型保育事業」（少人数での保育）が制度化されました。

利 用の手続きが変わります
新制度のスタートに伴い、幼稚園、保育園などを利用する際に、教育・保育の必要性に応じた支給
認定を受ける必要があります。認定区分は３種類です。

認定区分 対象となるお子さん 利用できる施設・事業

　　　１号認定
　　　３～５歳で
　　　保育の必要性なし

　　認定こども園、幼稚園（※ 2）

　　　２号認定（※ 1）
　　　３～５歳で
　　　保育の必要性あり

　　認定こども園、保育園

　　　３号認定（※ 1）
　　　０～２歳で
　　　保育の必要性あり

　　認定こども園、保育園、
　　地域型保育事業（※ 3）

（※１） ２号、３号認定は、さらに保育の必要量に応じて、「保育標準時間（１日 11 時間まで）」と、
　　　 「保育短時間（１日８時間まで）」の２種類に区分されます。

（※ 2） 新制度に移行しない幼稚園に入園を希望する場合は、手続きの変更はありません。
　　　 「支給認定」も不要です。

（※ 3） 現時点では、町内での地域型保育事業実施予定者は未定です。

給付費の対象となる施設・事業

認定こども園
０歳～５歳

幼稚園と保育園の
機能や特長を併せ
持つ施設

保育園
０歳～５歳

就労などにより、
家庭で保育できな
い保護者に代わっ
て保育（養護およ
び教育）を行う
※全て新制度へ移行

幼稚園
３歳～５歳

小学校以降の学習
の基礎を培う幼児
期の教育を行う
※新制度へ移行するか   

　は園の判断

地域型保育事業
０歳～２歳

20 人 未 満 の 小 規 模
で保育する事業
・家庭的保育
・小規模保育
・事業所内保育
・居宅訪問型保育

幼稚園、保育園などを利用している人への支援として利用費の一部を「給付費」として町が
施設に支払う仕組み（法定代理受領）があります。

問町民福祉課　児童係　☎ 52 ‐ ５８１０
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
発
生
と
大
雨
洪
水
災
害
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
行
い
、
今
後
の
活

動
に
活
か
す
も
の
で
す
。

■
主
催　

麻
郷
地
域
自
主
防
災
会

　
　
　
　
　
　
（
協
力
＝
田
布
施
町
）

【
訓
練
想
定
】

○
想
定
１

午
前
９
時
30
分
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生（
M
９
）、
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
。
2
時
間
後
に
、
津

波
高
５
ｍ
の
津
波
が
予
測
さ
れ
、
町

が
対
象
の
８
自
治
会
に
避
難
勧
告
を

発
令
。

※
戎
ヶ
下
、
浜
城
、
蓮
輪
、　

鳥
越
、

八
海
、
新
川
、
高
塔
、
旭

○
想
定
２

午
前
９
時
40
分
、
前
日
か
ら
の
降
雨

量
が
４
０
０
㎜
に
達
し
、
崖
崩
れ
・

土
石
流
・
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
大
雨

洪
水
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま

り
、
町
が
9
自
治
会
（
津
波
対
象
以

外
）に
避
難
勧
告
を
発
令
。

※
奈
良
、竹
重
、三
宅
、尾
迫
、助
政
、

麻
郷
団
地
、
井
神
、
地
家
、
泊
団
地

11/30
（ 日 ）

問
麻
郷
地
域
自
主
防
災
会　

☎
55
‐
５
２
０
２

　

総
務
課　
　
　
　
　
　
　

☎
52
‐
２
１
１
１

麻
郷
全
域
を
対
象
と
し
た 

避 

難 

訓 

練 

を
行
い
ま
す

★放課後児童クラブ

保護者が就労などにより
昼間家庭にいない小学生
を対象に、遊びの場を提
供し健全な育成を図る事
業

★乳児家庭全戸訪問事業

乳児（４カ月未満）のいる
全ての家庭を母子保健推
進員などが訪問し、子育
て支援に関する情報提供
行う事業

★妊婦健康診査

妊婦さんの健康管理と、
元気な赤ちゃんを出産す
るため、妊娠中の 14 回
の健康診査を公費で負担
する事業

★一時預かり事業

家庭において一時的に保
育が困難となった乳幼児
について、幼稚園、保育
所等で一時的に預かり、
必要な保育を行う事業

★病児保育事業

病児について、病院・保
育所などに付設された専
用スペースにおいて、看
護師等が一時的に保育等
する事業

★地域子育て支援拠点事業

子育て支援センターにお
いて、乳幼児や保護者が
交流できる場所の提供。
子育て相談、情報提供助
言などの援助を行う事業

地域子ども・子育て支援事業（抜粋）

幼稚園、保育園などを利用している人だけではなく、すべての子育て家庭を支援する仕組
みとして「地域子ども子育て支援事業」があります。

【
訓
練
内
容
】

①
訓
練
の
主
眼
点　

・
初
の
訓
練
で
あ
り
、
避
難
情
報
に

　

よ
る
避
難
行
動
の
体
験

・
避
難
所
で
の
避
難
状
況
確
認
、
報

　

告
な
ど
の
体
制
確
認

②
情
報
伝
達

　

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
（
想
定

１
の
み
）、
防
災
メ
ー
ル
、
防
災

無
線
、
広
報
車
、　

防
災
会
連
絡

網
な
ど

③
避
難
場
所　
　
　

　

各
自
治
会
が
設
定
し
た
一
時
的
な

　

避
難
場
所

④
避
難
状
況
報
告
体
制

　

各
班
→
各
自
治
会
→
麻
郷
本
部

　
（
公
民
館
）→
町
本
部

⑤
そ
の
他　
　
　
　

　

今
回
は
防
災
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン

　

ト
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
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今
月
は
、
飯
田
雅
通
さ
ん
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
、
趣
味
の
登
山
に
つ
い
て
の
記
事

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
27
日
、
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。〝
命
に
か
か
わ
る
リ

ス
ク
は
日
常
の
延
長
線
上
に
あ
る
〟と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
日
本
の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る

登
山
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。
災
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
百
名
山
登
山
し
て
」

  

百
名
山
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
28

歳
の
と
き
に
友
人
５
人
で
石
鎚
山
に
登
っ
て

以
来
、
登
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
年
退
職
し
て
健
康
の
た
め
に
と
思
い
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
や
熊
野
古
道
、
鯖
街
道
を
踏

破
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
64
歳
の
と
き
、
北

海
道
の
襟
裳
岬
か
ら
宗
谷
岬
ま
で
を
18
日
間

か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
十
勝

岳
や
最
北
の
利
尻
富
士
に
登
っ
た
と
き
に

「
百
名
山
制
覇
」を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

  

私
は
ほ
と
ん
ど
１
人
で
夏
山
登
山
を
し
ま

し
た
。
北
海
道
や
東
北
の
山
は
、
千
歳
や
仙

台
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
民
宿
に
泊

ま
り
な
が
ら
登
山
口
へ
行
き
ま
し
た
。
関
東

以
西
は
、
マ
イ
カ
ー
を
宿
代
わ
り
に
道
の
駅

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
往
復
12
時
間
以
上
か
か

る
と
こ
ろ
は
山
小
屋
を
利
用
し
ま
し
た
。
観

光
地
と
し
て
も
有
名
な
山
に
は
ケ
ー
ブ
ル
や

リ
フ
ト
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
歩
行
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
約
10
年
間
で
全
て
の
山
を
登
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

今
登
山
は
大
人
気
で
、
ご
年
配
の
夫
婦
や

４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
、
ツ
ア
ー
客
で
ど
の

小
屋
も
満
員
で
し
た
。
私
は
１
人
な
の
で
気

楽
な
も
の
の
、
夕
食
の
予
約
を
入
れ
ず
に
レ

ト
ル
ト
食
品
を
食
べ
た
り
、
売
店
で
寝
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
赤
石
の
避
難
小

屋
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
も
と
で
大
勢

で
山
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
骨
折
し
た
人
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ぶ
現
場
を
目
撃
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

思
い
出
に
残
っ
た
山
は
、
北
海
道
の
ト
ム

ラ
ウ
シ
、
幌
尻
岳
、
東
北
の
飯
豊
山
、
北
ア

ル
プ
ス
の
剣
岳
、
黒
部
五
郎
岳
、
南
ア
ル
プ

ス
赤
石
岳
で
す
。
ど
の
山
も
自
然
の
ま
ま
の

姿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
山
で
し

た
。
ま
た
、
全
国
各
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
地

域
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
深

か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

10
年
間
登
山
が
で
き
た
の
も
、
家
族
や
仲

間
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
２
足

の
登
山
靴
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
維

持
の
た
め
に
歩
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
は
世
界
遺
産
白
神
山
地
、
北
海
道
積

丹
半
島
！

《
追
記
》

  

木
曽
節
に
歌
わ
れ
て
い
る
御
嶽
山
、
４
年

前
９
月
半
日
か
け
て
登
っ
た
雄
大
な
山
で

す
。
噴
火
が
早
く
治
ま
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

塩
坪
自
治
会
　
飯い
い
だ田

　
雅ま
さ
み
ち通
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平
成
26
年　

発
掘
調
査
レ
ポ
ー
ト（
上
時
貞
遺
跡
）

　

上
時
貞
遺
跡
は
田
布
施
町
宿
井（
宿
井
団
地
北
側
）の

な
だ
ら
か
な
斜
面
に
あ
る
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
以
降
の

人
々
が
生
活
し
た
痕
跡
を
留
め
て
い
ま
す
。
今
回
調
査

を
し
た
の
は
そ
の
一
部
で
す
。
今
回
の
調
査
で
は
お
お

よ
そ
１
４
０
０
㎡
の
中
に
竪
穴
住
居
が
12
棟
、
掘
立
て

柱
建
物
２
棟
、
土ど
こ
う壙

13
基
、
溝
状
遺
構
11
本
、
柱
穴
状

遺
構
１
４
０
基
と
多
く
の
遺
構
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
遺
物
に
つ
い
て
も
、す
り
石
や
台
石
、

鉄
斧
や
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
総
量
で
は
コ
ン
テ
ナ
20

箱
相
当
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
の
実
際
の
作
業
は
、
今
年
の
５
月
31
日
か
ら

重
機
を
使
っ
て
地
面
を
掘
削
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

６
月
９
日
か
ら
は
作
業
員
の
手
作
業
に
よ
る
遺
構
の
検

出
・
精
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
を
続

け
、
９
月
15
日
に
は
現
地
説
明
会
を
行
い
、
40
数
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
９
日
に
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
っ
て
遺
跡
の
航
空
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

現
場
で
の
測
量
も
10
月
中
旬
に
終
わ
り
、
上
時
貞
遺
跡

で
の
現
地
作
業
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
田
布
施
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
の

皆
さ
ん
や
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
来

跡
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
財
調
査
室

　

☎
25
‐
３
１
８
５

シリーズ②

文
化
財

広報たぶせNo.933

　たぶせキッズ教室では８月23日(土)、“夏の星
座を知ろう！ ”と銘打って、天体教室が行われま
した。曇天のため、絶好の天体観測日和とはいき
ませんでしたが、それでも天頂に「夏の大三角」を
愛でることができ、おり姫とひこ星の寓話に思い
を馳せました。
　天体観測会に先立って行われた「発射台付きロ
ケット落下傘」の作成では、愛甲先生をはじめ、
田布施天文同好会の皆さまによる懇切丁寧なご指
導のもと、どの子も安全で安心な発射と降下を繰
り返す高性能な落下傘を作り上げることができま
した。会場には、あちらこちらにパラシュートの
花。ゆらりゆらりと宙をたゆたう風情に、嬉々と
して見入る子どもたちの面差しが印象的でした。

地域協育ネット  天体教室　 を知ろう！ 社会教育課

たぶせキッズ教室シリーズ③

　ところでこの「発射台付きロケット落下傘」、打
ち上げ成功の裏側には、指導者の先生方の大変な
ご苦労・ご研鑽がありました。「よく飛ぶ・よく
開く」ことを第一義に、小さな子の手にもなじみ
やすく、また作りやすく、そして安全性にも配

慮。改良に改良を重ねて
紡ぎ出された珠玉の手作
りキットを、子どもたち
へ提供してくださいまし
た。陰に陽にご活躍いた
だいた指導者の先生方に
篤くお礼申し上げます。
ありがとうございまし
た。

▲土器などは海抜標高を記録するため、

　最初の位置に置いたままにします。
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★
大
根
の
サ
ラ
ダ
★

旬
の
大
根
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
の
紹
介
で
す
。
副
菜
プ
ラ
ス
１

品
で
、
野
菜
不
足
解
消
★

家
に
あ
る
調
味
料
だ
け
で
簡
単
に
作
れ
る
、
あ
っ
さ
り
サ
ラ

ダ
で
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

① 

大
根
は
皮
を
む
き
、
縦
４
つ
に
切
っ
て
か
ら
３
㎜
厚
さ
の

い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

② 

り
ん
ご
は
皮
付
き
の
ま
ま
等
分
に
切
り
、
芯
を
取
っ
て
薄

い
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

③ 

か
い
わ
れ
大
根
は
根
を
除
い
て
２
つ
に
切
る
。

④ 

ボ
ウ
ル
に
①
～
③
を
入
れ
て
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
全
体

に
な
じ
ま
せ
る
。

⑤ 

④
に
酢
と
塩
を
加
え
て
絡
ま
せ
る
。

１人分の栄養価
エネルギー…59kcal
たんぱく質…0.6g　脂質…3.7g
カルシウム…20mg　塩分…0.8g

材
料
（
４
人
分
）

「田布施町健康増進計画」 ～身体活動運動編②～

健康づくり推進キャラクター

2014　11/7 号　

大根　　　　　　　　　　  300g
りんご　　　　　   （1/2個）100g
かいわれ大根　　　　　　　20g
オリーブオイル　　　　大さじ１
酢　　　　　　　　　　大さじ２
塩　　　　　　　　　小さじ1/2

問保健センター　　☎ 52 ‐ ４９９９

　年とともに身体は変化していきます。筋肉や骨、

血管などの機能低下や、老化に運動不足、さらに豊

かで機械化された便利な現代社会においては、日常

生活で身体を動かす機会が減り、ますます運動機能

は低下してしまいます。筋力をつけるためには、運

動が必要になります。

　そこでおすすめするのが「日常ながら運動」と

「＋10（プラステン）運動」です。

　「日常ながら運動」とは、日頃の生活の中で少し強度

をつけてちょこちょこ身体を動かすというものです。

　「そんなの面倒くさいな・嫌だな」という気持ちは

誰もが持っていると思いますが、このちょこちょこ

体を動かすことが大切なのです。

　健康づくりのための身体活動指針（アクティブガイ

ド）では、毎日今より10分多く身体を動かすことが

健康につながるという「＋10運動」を推奨していま

す。また身体活動の重要な指標となっているのは歩

数ですが、歩数は約10年間で全ての年齢層で1日

あたり約1000歩減少しています。1000歩のウォー

キングに要する時間は約10分（600～700ｍ程度）

といわれています。生活環境を振り返ってみて、いつ・

どこで＋10できるか考えてみましょう。

筋力を貯える「貯筋」のすすめ 「日常ながら運動」のポイント

生活の中に「＋10 プラステン運動」を

○姿勢を正す事から始めましょう

　歩く、座る、立つときには意識して「お腹をへこませ、

背筋をシャキッ」。これが、背中、お腹、おしり、首筋の

引き締め運動になります。姿勢をしっかり保つだけで知ら

ず知らずのうちに筋力がつく。「ながら」運動の第一歩。

　毎日意識して姿勢を正しましょう。寝転んでテレビを

みている方は、座って見るだけでも鍛えられます。

○疲れるまでしてはいけません、疲れたら休みましょう

　「ながら」には無理は禁物。無理して行うと挫折するきっか

けになってしまいます。「ながら」の基本はマイペースです。

○今より少しでも長く、
　少しでも身体を動かすことから初めてみましょう

　　たとえば少し歩幅を広くして＋ 10、少し速く歩いて

　＋ 10、ながらストレッチで＋ 10　

　　軽い運動をちょこちょことするだけで体力がつき、　

　筋力もつきます。健康づくりは “ どれだけ実行するか ”

　です。＋ 10 を合言葉に、健康づくりのための一歩を踏

　み出してみましょう。

　　町ではコース別のウォーキングマップを作成してい

　ます。秋の紅葉を眺めながらのウォーキング、早速今

　日からはじめてみませんか？
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東田布施地域でコスモスまつり
　10月12日（日）、「第20回東田布施コスモスま
つり」が、大波野コスモス広場で開催されました。
　色とりどりのコスモスが咲く中、恒例のかかし
コンテストやいも掘り大会、ステージでは東小児

城南小で交通教室を開催

田布施町社会福祉大会
　10月８日（水）、西田布施公民館で

「第10回田布施町社会福祉大会」が開
催されました。
　社会福祉事業に貢献した各団体・個
人の表彰の後、医療法人和栄会原田
医院副院長 原田和佳氏による「知って
安心!!認知症の正しい理解から予防ま
で」の記念講演があり、参加者は熱心
に聞き入っていました。

大内勝
し ょ う り

利さん、全日本選手権優勝
　10月10日（金）、茨城県で８月22日（金）から
行われた「第39回全日本フライングディスク個人
総合選手権大会」で優勝した大内勝利さんが、町
長へ優勝報告されました。
　大内さんは、全日本選手権３年連続15回目の
優勝となり、チャンスがあればぜひ世界大会にも
出場したいと抱負を述べられました。

Town News
Tabuse

東小児童による手品ショー

童による手品ショーなどの
イベントが行われ、親子連
れなど大勢の来場者でにぎ
わいました。

　10月15日（水）、城南小学校
で交通教室が開催されました。
　城南小学校出身で現在白バイ
隊員として活躍している国近美
希さんらを講師に、交通事故防
止についての講義や、ダミー人
形を使用した衝突実験などが行
われました。

　山中一馬さん
　　　（田布施居合道研究会）

　９月28日（日）、ソルトアリー
ナ防府で行われた「第43回山口県
居合道大会」において、七段優秀
演武賞を受賞されました。
　おめでとうございます。
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俳
句
・
短
歌

身

だ

し

な

み　

傘さ
ん
じ
ゅ寿

の

紅

が

減

り

続

け

風
が
き
た　

わ
た
し
も
お
お
き
く
か
け
ぬ
け
よ
う

一
本
の
草
に
し
が
つ
き
生
き
る　

晩
夏
の
バ
ッ
タ

ま
た
あ
し
た　

会
え
る
よ
う
な
顔
を
し
て
逝
く

旅
の
終
わ
り
は　

ポ
ツ
ン
と
灯
り
が
待
つ
わ
が
家

　
　
　
　

短
歌

ひ
と
筋
の
白
き
飛
行
機
雲
の
端

　
　

少
し
ゆ
る
び
て
暮
れ
ゆ
く
空
に	

岡
本
ま
さ
子

青
い
星
の
た
っ
た
一
人
の
己
れ
だ
と

　
　

心
励
ま
し
眠
ら
ん
と
す
る	

藤
田　

京
子

窓
越
し
に
受
け
取
る
風
の
と
ど
け
も
の

　
　

金
木
犀
の
香
り
充
ち
く
る	

吉
村　

京
子

裏
表
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
か
け
て
澄
ま
し
お
り

　
　

敬
老
会
の
記
念
写
真
に	

城　
　

恭
子

稲
穂
垂
る
道
を
黄
色
い
傘
並
び

　
　

学
校
帰
り
の
子
等
い
そ
い
そ
と	

熊
谷　

玲
子

國
本
英
智
郎

加
治　

紀
子

久
光　

時
子

部
屋　

慈
音

久
光　

良
一

周
防
一
夜
会

田布施図書館　　　☎５２-２２８８

～新しく入った本の一部を紹介します～

●
話
題
の
本
●

『鹿の王（上・下）』
上橋　菜穂子 文

　

帝
国
か
ら
故
郷
を
守
る
た
め
、
絶
望

的
な
戦
い
を
繰
広
げ
た
戦
士
団
の
頭

ヴ
ァ
ン
は
岩
塩
鉱
に
囚
わ
れ
て
い
た
。

あ
る
夜
、
不
思
議
な
犬
た
ち
が
岩
塩
鉱

を
襲
い
、
謎
の
病
が
発
生
す
る
。
そ
の

隙
に
逃
げ
出
し
た
ヴ
ァ
ン
は
幼
子
を
拾

い
、
ユ
ナ
と
名
付
け
、
育
て
る
が
…
。

e メールアドレス　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

ホームページ　　　http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
11 月の休館日

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
て
ん
ご
く
と

じ
ご
く
の
は
な
し 

真
珠
ま
り
こ

３
人
の
ま
じ
ょ
と
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
お
と
も
や
す
お

は
じ
め
て
の
日
本
国
憲
法 

青
井　

未
帆

ら
く
ご
で
笑
児
科 

斉
藤　
　

洋

風
味
さ
ん
じ
ゅ
う
ま
る 

ま
は
ら
三
桃

き
ら
き
ら
は
・
は
・
歯 
長
谷
川
義
史

　

奥
さ
ん
に
愛
想
を
尽
か
さ
れ
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
他
力
本
願
で
恋
を
し
よ
う

と
す
る
青
年
、
元
い
じ
め
っ
こ
へ
の
復

讐
を
企
て
る
Ｏ
Ｌ
…
。情
け
な
い
け
ど
、

愛
お
し
い
。
ご
く
普
通
の
人
た
ち
が
巻

き
起
こ
す
、
小
さ
な
奇
跡
の
物
語
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
学
ん
だ
い
ち
ば
ん
大
切
な

こ
と 

ビ
ズ
・
ス
ト
ー
ン

仕
事
。 

川
村　

元
気

共
働
き
ご
は
ん 

上
田　

淳
子

ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
メ
ン
ズ
服

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳 

百
田　

尚
樹

に
じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン 

小
川　
　

糸

警
察
回
り
の
夏 

堂
場　

瞬
一

杖
こ
と
ば 

五
木　

寛
之

私
家
本
椿
説
弓
張
月 

平
岩　

弓
枝

歌
舞
伎
町
ダ
ム
ド 

誉
田　

哲
也

近
所
の
犬 

姫
野
カ
オ
ル
コ

●
話
題
の
本
●

児
童

一
般

◆
お
し
ゃ
べ
り
箱
お
は
な
し
の
会

　

11
月
22
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

※
場
所
は
図
書
館
２
Ｆ
講
座
室

 『アイネクライネ
　ナハトムジーク』
   伊坂　幸太郎 著

　
　
　
　

喜
生
句
会

菊
月
や
ひ
と
つ
片
付
く
悩
み
ご
と	

今
井
貴
代
子

秋
時
雨
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
裏
が
え
し	

石
永
美
智
子

新
米
に
塩
の
気
遣
い
に
ぎ
り
飯	

角
田　

伸
枝

秋
日
和
ア
ン
パ
ン
買
っ
て
母
の
許も

と	

森
永　

初
恵

秋
水
に
心
の
澱お

り

を
す
か
し
お
り	

田
邊
留
美
子

筆
止
め
て
思
案
ど
こ
ろ
に
ち
ち
ろ
鳴
く	

片
山　

淳
子

嫠り

ふ婦
な
る
や
思
う
ま
か
せ
秋
の
草	

國
近　

菊
枝

2014　11/7 号　

年　　度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

職 員 数 148 147 143 137 128 126 127 129 131 132

毎週月曜日、祝日、月末整理30日（日）



１ 日　手作りおもちゃで遊ぼう
８ 日　身体測定
15 日　クリスマス会

２ 日　身体測定
９ 日　おにぎりギュッ！
16 日　クリスマス会

赤ちゃんサロン

10 ： 00 ～ 12 ： 00

【12 月行事】

毎週月曜日
０歳児対象

毎週火曜日
１歳児対象

★はいはい

★よちよち

毎週木曜日
２歳児対象★すくすく

   9 :30 ～ 16:00
 12:15 ～ 13:15）

   
9:30 ～ 12:00

４ 日　リトミック
11 日　身体測定
　　　おにぎりギュッ！
12 日　（金）調理実習※限定 10 組
18 日　クリスマス会

13

月～金曜日
（昼休み

土曜日

17 日（水）　誕生会

★全員対象

  ３日（水）マタニティサロン
　　　　　　　妊婦さん対象　

（Ｈ 25 年４月２日以降生まれ）

（Ｈ24年４月２日～Ｈ25年４月１日生まれ）

（Ｈ23年４月２日～Ｈ24年４月１日生まれ）

５日（金）　孫サロン

※12月13日 （土） は保育園行事のためお休みです。

※支援センターの開放は12月20日（土） までです。

広報たぶせNo.933

社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳井警察署だより
 ☎２３- ０１１０

http://www.police.pref.yamaguchi.jp/
1040/index.htm

（
９
／
21
～
10
／
20
受
付
分
）

◎施設開放

《子育ての名脇役、孫育ての　　
みなさんを応援しています》

田布施保育園 子育て支援センター ☎５３- １０１２

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
２
件

＊ 

長
寿
お
祝
い
金
を

波
野
市
　
秋
本
義
尚

＊ 

秋
の
展
示
即
売
会
の
売
上
を

千
草
会

＊ 

香
典
返
し

蓮　

輪　

塩
谷
政
夫
（
母
）
靜
江

尾　

迫　

重
森　

陽
（
母
）
テ
ル
コ

尾　

迫　

川
口
一
美
（
父
）
勝
美

長　

田　

福
田
一
雄
（
父
）
誠

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼
と
し
て

 

匿
名
１
件

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
他

匿
名
１
件

＊ 

紙
オ
ム
ツ

蓮　

輪　

塩
谷
政
夫

匿
名
１
件

犯罪被害者週間

11月25日（火）～ 12月1日（月）

　犯罪による被害とは、被害者やそのご家族の心
や身体が、犯罪そのものによって傷つくことだけ
をいうのではなく、その後の生活の中で起こるさ
まざまな出来事をも含みます。

　被害後に考えられるさまざまな困難の一例
○被害による精神的なショックや身体の不調
○医療費の負担や失職、転職、転居などによる　

経済的困窮
○周囲の無責任な噂、取材・報道などによる　　

精神的苦痛

  私たちはこうした状況を十分理解できず、誤解
してしまったり、さらに傷つけてしまったりして
はいないでしょうか。
　被害者のために何ができるのか、どのように向
き合えばいいのか、ひとりひとりが日頃から、被
害者の声に耳を傾けることが大切なのです。

～被害者ご遺族の講演を開催～
　日時：11月30日（日）午後１時開演
　場所：山口県周南総合庁舎「さくらホール」
　講演：「子供たちを被害者にも加害者にもしないために」
　　　　少年犯罪被害者当事者の会　一井彩子氏

０１２
たぶせ

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

2014　11/7 号　

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
人
権
感
覚
の

醸
成
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
人
権
教
育
推
進
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

11
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容

①
小
・
中
・
高
校
生
優
秀
作
品
集
配

布
、
表
彰
式
お
よ
び
発
表

　
（
作
文
、
詩
、
啓
発
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

②
記
念
講
演

　
「
子
ど
も
の
心
の
中
は
見
え
ま
す

　

か
？
」
～
親
の
心
子
知
ら
ず　

子

　

の
心
親
知
ら
ず
～

講
師　

西
佐
波
保
育
園　

園
長

　
　
　

渡
辺　

二
美
子 

先
生

田
布
施
町

人
権
教
育
推
進
大
会

お知らせ
知

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
相
談
電
話
番
号（
全
国
統
一
番
号
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

相  談
相

　

敷
地
や
建
物
は
個
人
の
財
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
に
管
理
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
空
地
や
空
家
も

同
様
に
管
理
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
す
る
建
物
や
敷
地
か
ら
の
樹

木
な
ど
で
他
に
被
害
を
与
え
た
場

合
、
所
有
者
の
人
が
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
の
た
め
、
所

有
者
の
人
は
適
正
な
管
理
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

町
民
福
祉
課
環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

敷
地
・
建
物
の

　
　
　
適
正
な
管
理

お知らせ
知

　

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

◇
日
時
・
集
合
場
所

・
11
月
17
日（
月
）　

午
前
８
時
30
分

　

西
田
布
施
公
民
館

・
12
月
８
日（
月
）　

午
前
８
時
30
分

　

麻
郷
公
民
館

・
１
月
19
日（
月
）　

午
前
８
時
30
分

　

麻
郷
公
民
館

◇
問
合
せ
先　

遊
歩
ク
ラ
ブ（
河
内
）

　

☎
52
‐
２
４
２
４

魅
力
再
発
見

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

お知らせ
知

　

県
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
お
よ

び
寡
婦
の
人
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
入
学
や
就
職
な
ど
に
必
要

な
経
費
や
修
学
資
金
に
対
し
て
、
無

利
子
で
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
付
に
当
た
っ
て
は
事
前
相
談
、

申
請
者
お
よ
び
保
証
人
な
ど
の
面
談

が
必
要
で
す
。
申
請
か
ら
貸
付
ま
で

に
約
１
ヶ
月
半
を
要
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
な
ど

　

の
他
の
制
度
を
利
用
し
な
い
人
が

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

・
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
企
画
室

　

☎
22
‐
３
７
７
７

・
町
民
福
祉
課

　

☎
52
‐
５
８
１
０

母
子
・
寡
婦
・
父
子

福
祉
金
貸
付
制
度

お知らせ
知

◇
主
催

　

田
布
施
町
、
田
布
施
町
教
育
委
員

会
、
田
布
施
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会

◇
問
合
せ
先　

・
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３

・
町
民
福
祉
課　

☎
52
‐
５
８
１
０

３
歳
児
健
康
診
査

お知らせ
知

◇
日
時　

12
月
４
日
（
木
）

　
（
受
付
時
間
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
８
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

広報たぶせNo.933

歳
末

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
座

講  座
講

　

押
し
花
で
来
年
の
「
干
支
飾
り
」
作
り

　

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
小
花
が
扱
え
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

12
月
13
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
講
師　

麻
郷
押
し
花
ク
ラ
ブ

◇
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

◇
参
加
費　

６
０
０
円

◇
申
込
期
限　

12
月
５
日（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
53
‐
１
１
０
３

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

講  習
講

■
シ
ル
バ
ー
健
康
の
つ
ど
い

◇
日
時　

11
月
26
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ

う
（
寸
劇
）・
健
康
体
操

◇
講
師　

柳
井
市
保
険
年
金
課
保
健

師
お
よ
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

◇
対
象　

会
員
お
よ
び
60
歳
以
上
の
人

◇
定
員　

60
人
程
度
（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
木
）

■
刈
り
払
い
機
整
備
・
点
検

◇
日
時　

12
月
５
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

◇
場
所　

柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
作
業
棟
前
広
場

◇
内
容　

刈
り
払
い
機
を
分
解
し
て

点
検
の
仕
方
を
行
う

◇
講
師

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

◇
対
象　

会
員
お
よ
び
60
歳
以
上
の
人

◇
定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　

11
月
28
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　
（
公
社
）
柳
井
広
域
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
23
‐
５
９
５
９

読
書
感
想
文
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

募  集
募

　

読
書
の
感
想
を
文
章
に
し
、
豊
か

な
人
間
性
や
考
え
る
力
を
育
む
た
め

に
「
第
34
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

◇
応
募
規
定

①
対
象
図
書　

図
書
館
お
よ
び
公
民

館
の
図
書
の
中
か
ら
一
冊
を
選
び
、

そ
の
感
想
を
文
章
に
表
現
す
る

②
原
稿
用
紙　

５
枚
以
内

※
小
学
生
は
３
枚
以
内

③
応
募
作
品　

一
人
一
点

山
口
県

　
　
観
光
フ
レ
ン
ズ

募  集
募

　
「
山
口
県
観
光
フ
レ
ン
ズ
」
を
募
集

し
ま
す
。自
薦
、他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

◇
活
動
内
容

　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
行
事
で

　

の
山
口
県
の
観
光
紹
介
、
宣
伝

◇
活
動
期
間

　

平
成
27
年
６
月
１
日
～
平
成
29
年

　

５
月
31
日
の
２
年
間

　
（
１
年
間
20
～
30
日
程
度
の
勤
務
）

◇
応
募
締
切　

11
月
30
日
（
日
）

◇
応
募
資
格　

①
山
口
県
内
に
在
住
の
人

②
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
満
18

　

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
で
、

　

山
口
県
が
大
好
き
で
山
口
県
の
良

　

さ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
人 

③
勤
務
さ
れ
て
い
る
人
は
、
観
光
フ

　

レ
ン
ズ
の
活
動
に
あ
た
り
、
勤
務

　

先
の
了
解
が
得
ら
れ
仕
事
な
ど
の

　

制
約
を
受
け
ず
に
活
動
で
き
る
人

◇
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
い

で
ま
せ
山
口
へ
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
７
５
３
‐
８
５
０
１

　

山
口
市
滝
町
１
‐
１
県
政
資
料
館
内

　

一
般
社
団
法
人
山
口
県
観
光
連
盟

　
「
山
口
県
観
光
フ
レ
ン
ズ
」募
集
係 

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
０
４
６
２

農 

工 

祭

催  し
催

◇
日
時　

11
月
15
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

◇
場
所　

田
布
施
農
工
高
等
学
校

◇
内
容　

生
産
物
・
加
工
品
販
売

（
米
・
野
菜
・
花
・
ハ
ム
・
ベ
ー

コ
ン
・
ジ
ャ
ム
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
）、

展
示
（
庭
園
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
）、

各
種
体
験
・
催
物
（
お
茶
席
・
生

徒
会
な
ど
）、
軽
食

※
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
車
の
場
合

は
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

田
布
施
農
工
高
等
学
校

　

☎
52
‐
２
１
５
７

④
そ
の
他　

作
品
に
は
必
ず
題
名
・

住
所
（
自
治
会
名
）・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
学
校
・
学
年
・
電
話
番
号
・

読
ん
だ
本
の
書
名
・
著
者
名
・
出

版
社
を
明
記
す
る
こ
と

◇
応
募
締
切　

11
月
27
日
（
木
）

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
１
５
１
７

　

田
布
施
町
中
央
南
11
‐
１

　

田
布
施
図
書
館

　

☎
０
８
２
０
‐
52
‐
２
２
８
８

　

FAX
０
８
２
０
‐
52
‐
５
３
０
８
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新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
て

成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
現
在
で
町
内
に
住
民
票
の
あ
る

人
に
は
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
に
転
入
し
た
人
や
町
内
に
住
民
票
の
な

◎
平
成
27
年
１
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

◎
西
田
布
施
公
民
館

い
人
（
田
布
施

町
出
身
者
）で
、

町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す

る
人
は
、
次
の

連
絡
事
項
を
社

会
教
育
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
連
絡
事
項　

新
成
人
の
氏
名
、生
年
月
日
、

住
所
、
世
帯
主
名
、
電
話
番
号

◇
受
付
期
限　

11
月
28
日（
金
）

※
成
人
式
対
象
者　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

田
布
施
町
成
人
式

問
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３

人口と世帯 人口 15,897  人

  男 7,557  人 
  女 8,340  人 
世帯 7,004 世帯

（増減 － 16 人）（10 月１日現在）

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

2014　11/7 号　

◇場所
　田布施町商工会館　サリジエ駐車場
※図書館西隣りの町有地に駐車してください。
　サリジエには駐車できません。
◇点灯期間
　11 月 30 日（日）
　　　～１月２日（金）
　午後５時～午後 10 時
◇その他
　先着 180 人にお菓子をプレゼント（２歳以上）。
　午後５時 30 分から引換券を配布し、
　点灯式後、お菓子と交換します。
◇主催　田布施町商工会
　　　　青年部・女性部
◇問合せ先　田布施町商工会
　☎ 52 ‐ ２９８３

　豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統をうけついだわ
たくしたち田布施町民は、力を合わせ、活力にみち
未来に輝く田布施を築くため、この憲章を定めます。

町の木

クロガネモチ

町の花

コバノミツバツツジ

    

広
報
た
ぶ
せ

  NO.933

平
成
26
年

11
月
７
日

田 布 施 町 民 憲 章

　１.　健康で明るいくらしにつとめます
　１.　豊かな心を養い、文化を高めます
　１.　暖かい家庭を築き、伸びゆく力を育てます
　１.　人に親切にし、互いに助けあいます
　１.　きまりを守り、平和なふるさとをつくります

＊
「
広
報
た
ぶ
せ
」
の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
53
‐
１
１
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

11 月 29 日（土）午後 6 時～　※雨天決行

クリスマスイルミネーション
　　　　点　灯　式

　滞納が続くと、納期から本税（料）納付までの経過日数に
応じて延滞金が加算されます。督促手数料や延滞金を含めて
完納とならない場合滞納処分を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できない事情のある人など
の、納付に関する相談もお受けします。

11 月・12 月
休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　11 月 30 日（日）   12 月 21 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　11 月 28 日（金）   12 月 26 日（金）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課 ☎５２- ５８０４
　国民健康保険税 ･ 後期高齢者医療保険料 ･ 介護保険料
　　　　　　………健康保険課 ☎５２- ５８０９
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課 ☎５２- ５８１０
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課 ☎５２- ５８０７
　下水道受益者負担金…建　設　課 ☎５２- ５８１７

○国民健康保険税　　　　　　　（５期）
○介護保険料　　　　　　　　　（５期）
○後期高齢者医療保険料　　　　（５期）

今月の
納期


